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m
y
h
y
y
の
財
政
A
筑
を
め
F
る
諸
問
題

ハ
ン
セ
ン
の
財
政
々
策

を
め
ぐ
る
諸
問
題

ー
ー
最
近
の
諭
著
在
中
心
と
じ
て

l

|

木

下

夫

和

↓
財
政
々
策
が
肱
府
支
出
、
租
税
及
び
岳
債
轄
や
藷
種
目
政
策
に
よ

り
庚
般
た
極
済
政
策
の
一
議
ー
と
し
て
所
得
及
び
雇
傭
白
ホ
串
に
現
力
に
作

用
す
る
事
貨
は
抵
時
特
に
注
目
さ
れ
車
っ
た
所
で
あ
る
。
「
尉
世
々
筑
ー
と
景

気
麗
動
」
以
掃
の
ノ
ン
セ
ソ
の
努
力
位
、
か
か
る
意
味
四
一
財
政
々
策
の
基

礎
付
け
に
誌
が
れ
て
均
ゐ
。
た
れ
は
原
則
前
乃
至
技
術
簡
に
終
始
し
た
財

政
事
目
新
し
い
展
開
を
抽
出
p
財
政
々
策
に
積
極
的
使
割
を
賦
奥
ず
る

A
共

忙
、
原
子
論
的
骨
人
主
義
か
ち
民
主
的
計
重
へ
の
推
移
、
即
ち
私
的
担
済

組
輯
主
岳
的
経
済
組
融
k
を
財
焼
倖
泡
じ
て
計
壁
さ
れ
た
統
制
開
済
に
ま

で

商

め

土

う

ー

と

す

る

意

闘

を

有

つ

。

一

、

@

(
1
)
k
r
回
目
回
目
開
P
E
R
m
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自
時
国
臣
吉
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一
宮
-
o
u
w

回
。
恥
H
-

A
3
)
国
側
担
諸
国
w
出

E
M
d回
目
わ
司
O】

Hn〕
司
自
己
同
nH戸
国

EML品
目
。
E-

円。
B
J
M
M
H府
民
U

】

E
E
L
H
V
b回
目
。
ヨ
句
・
品
4
w

口
・
白
色
目
、
‘

R

吋
訪
日

H

p
r品
自

国

E
E
2
0
問。

B
E
E
S
-
z
s
J
E
同

bZ祖
母
崎
町
旬
、

DS，

-

K
E‘h
b
q
s
a町内町宮内同

V
H
F
国

-
H皆
同
ロ
m
v
n
v』
V
U
A
】
〈
M

旬
日
出
向

1， 
第

一

ニ

鞭

l'、

第
六
十
ニ
容

同

「

尉

警

警

景

気

書

」

〔

手

空

き

に

於

い

て

川

ν
セ
シ

は
一
九
一

0
年
代
、
ニ

0
年
代
及
び
=
一

0
年
代
田
吾
、
、
に
就
い
て
梢
費

R

F
投
棄
の
腿
化
と
景
気
鍵
動
の
質
強
唱
と
を
統
計
的
に
分
析
し
、
景
無
艶
動

の
要
因
を
人
口
、
費
源
及
。
技
術
K
求
晶
、
割
問
安
正
消
費
(
特
忙
耐
久
消
費

財
四
V

と
の
積
極
的
作
用
を
語
じ
て
盟
解
す
恥
。
而
も
祐
滞
時
に
於
け
る
金

利
政
策
の
限
界
、
懐
復
期
目
救
幌
支
出
政
策
法
び
公
共
事
業
政
策
の
作
用

を
時
味
し
私
投
賓
と
公
共
投
賓
と
を
重
視
す
し
目
。
こ
田
中
う
な
翻
貼
よ
り

す
る
&
事
、
新
L
い
財
政
々
策
拡
動
皐
的
分
析
と
慣
性
尚
失
業
円
滑
明
と

を
遁

E
て
政
府
支
出
、
粗
描
及
び
公
債
U
各
E

K
改
訂
を
要
求
す
る
。
菰
宅

陪
従
来
町
財
政
皐
に
墨
守
さ
れ
て
ゐ
た
純
賓
の
準
則
は
完
全
に
-
麗
容
さ
れ

ね
ば
な

b
ず
、
租
税
原
則
を
め
守
る
形
而
上
血
中
的
倫
理
担
は
費
本
市
楊
正

所
得
分
間
と
に
劃
す
る
租
視
の
作
用
を
中
心
に
し
た
債
格
、
利
子
、
第
晶
、

貯
蓄
及
び
養
本
形
成
轄
の
考
察
に
置
換
さ
払
ね
ぽ
な

b
h山
。
更
に
従
県
皐

な
る
政
策
的
閣
情
念
に
上
ワ
て

E
嘗
砕
き
札
た
公
債
も
、
た
だ
園
庫
の
バ
ラ

ン
ス
・
シ
イ
ト
の
借
方
と
し
て
旧
与
簡
ず
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
円
。
所
謂
公

債
の
説
産
性
位
叡
周
創
揖
的
(
尉
及
引
用
役
)
、
致
草
創
誼
的
F

車
産
財
、
生

産
手
段
)
及
び
所
得
川
麗
傭
創
地
的
見
地
か
b
槍
討
さ
る
ベ
を
で
あ
り

J
W

一向

も
岳
債
に
よ
、
一
る
政
府
支
出
の
性
格
は
又
、
と
れ
ら
の
=
一
作
用
を
福
じ
て
決

定
邑
ふ
れ
る
。
即
ち

ρν
セ
y
は
陸
債
の
方
法
特
に
赤
字
企
債
に
於
け
る
所

得
H

雇
傭
教
来
町
、
理
飴
的
解
明
に
嘗

p
?
1
z
ル
ス
ン
白
協
力
の
下
に

ケ
イ
ン
丈
白
担
棄
を
第
一
次
的
な
れ
世
共
投
賓
と
い
下
=
次
的
な
私
投
賓
と
に

匝
分
L
て
栗
山
抵
k
加
茜
度
主
白
骨
成
作
用
を
考
へ
、
と
の
作
用
部
所
得
話
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い
ア
一
雇
傭
を
語
巴
経
済
の
箆
艮
及
び
械
彊
を
車
す
諮
傑
件
を
得
た
。
更
に

課
算
に
就
い
て
形
式
的
時
四
算
均
衡
の
基
底
に
帯
す
る
財
政
の
計
壷
性
、
公

北
ハ
性
及

FV支
問
憶
が
岡
家
経
済
と
市
場
経
済
止
の
二
一
見
性
。
上
陀
如
渦
な

る
和
主
闘
倖
を
有
ヲ
か
を
考
へ
長
期
的
課
算
均
衡
の
主
張
に
到
達
し

h
a

(
1
)

』『
M
E
m
-
句。
-RUJ
噌
回
目

R
u
問。。

5
自
山
ロ
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己
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ω
叫
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(
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目
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】
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M
W
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(
3
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HM《

ML
吋。】戸。司
w
-
v
H
]定
時
・

(

4

)

口
内
口
。
】
百
戸
同
M
L
F
o
r
E
P
E
J
同
E
ロ。
E
H
A
n。
ロ
臣
官
自
今
日
。
同

ノ
同
2
0己
〉
B
0
3
n
mロ
吋
P
M
句
。
区
内

M
J
H
C臼
F
M
V
-
E
-

〈

5
)

口
町
い
同
】
F
品目
E
P
3
宵

E
M
問
。
吋
号
】
mヨ
仰
向
日
出
口

BN話回
mmmロ

泊。
E
m
w
司、唱。】
Z
E
m
o
E
2
5
2
L
H
H
O
F
5
冨
手
目
凹
4・
s
h
a
p

告同

4Am
・

(
6
V
Q・
由
民
自
白
F
E
O
F
F
8
4
0ロ
骨
:
H
n
r
Z
2
3
2
E
l

民
国
国
畑
、

w
m
m

∞RH州
州
市

m
W】

3
3
・C

同

@
ω
c
w
m
a
A同

(

ケ

)

]

刈

仲

間

o
b
】F
-
H
n
F
吋
hM
見
出
F
E
]
V
A
V
E
P口〕可》同
Y
M
B
H

一切曲目
wh
拙

稿
「
乗
数
分
析
と
加
速
民
原
則
l

』
紹
済
論
議
第
六
十
巻
四
、
主
、
六
按

(
8

剛

MMOmwH
吋
。
】
呂
〕
「
句

H
M
W
4
R

】

、
一
一
一
「
植
湾
政
策
と
完
全
雇
傭
」
(
一
九
四
七
年
)
に
亙
ぷ
ハ
シ
セ
ン
白

積
極
的
主
張
世
一
貫
ず
る
前
提
は
「
生
産
要
素
の
ア
シ
品
ム
プ
ロ
イ
バ
シ

ト
民
間
と
用
設
と
に
請
す
る
組
支
出
即
ち
世
噌
的
需
要
が
棋
給
忙
謝
L
て

相
劃
的
に
不
足
す
る
を
き
に
生
ず
る
」
・
と
い
ふ
命
閣
で
あ
る
.
生
産
要
素

の
完
金
利
用
E
そ
彼
の
一
般
的
目
標
な
の
で
あ
る
ロ
然

b
ほ
と
の
不
足
す

• 

円

ν
セ
ン
の
財
政
h
R

筑
を

b
rる
諸
問
題

、

る
社
骨
的
需
要
は
加
何
陪
し
て
古
た
さ
号
べ
き
か
.
前
者
に
於
い
て
《

v'

セ
y
位
、
懐
復
を
刺
戟
し
そ
の
輝
動
を
累
積
的
な
ら
し
む
荷
役
割
が
消
費

と
投
資
と
に
在
る
こ
と
を
罰
い
わ
。
強
で
円
「
セ
シ
は
右
の
縄
文
出
&
↓

)

)

?

;

4

7

1

(

 

私
的
消
費
支
出
二
私
的
資
本
支
出
(
私
投
資
)
豆
世
含
奉
仕
事
業
へ
の
政
府

の
担
常
支
出
及
び
回
公
共
事
業
ぞ
の
他
へ
の
政
府
菜
本
支
出
(
品
共
投
資
)

陪
分
け
て
各
嘆
の
時
時
比
移

h
e
↓
所
得
階
経
別
旧
家
計
の
消
費
函
教
か

ち
紅
曾
的
消
費
函
数
を
得
、
景
気
捜
勤
の
各
段
階
に
臆
ず
る
そ
り
指
数
回

関
化
を
骨
折
L
、
基
拐
で
は
ζ

の
函
数
は
安
定
的
で
あ
る
が
各
所
得
水
準

に
於
け
る
甫
賓
と
所
得
左
の
比
車
は
特
に
租
枕
の
怯
格
に
主
っ
て
艶
佑
せ

し
め
ら
れ
る
。
印
ち
続
車
一
定
・
と
偲
定
ず
れ
隠
消
費
始
め
貯
蓄
、
租
抵
は
何

札
も
園
民
所
得
白
函
離
で
あ

p
、
特
定
の
租
税
政
策
は
そ
札
が
消
費
函
数

或
位
貯
署
函
散
を
輝
北
ザ
し
め
る
程
度
に
隠
じ
て
右
目
比
車
を
棚
田
化
せ

L

め
る
。
保

L
私
的
消
費
支
同
の
維
持
の
み
で
完
全
雇
傭
に
到
達
す
る
こ
と

は
不
可
曲
で
あ
る
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
一
部
位
私
投
費
に
よ
ワ
て
埋
め

b

札
ね
ば
な

b
ぬ
.
二
円
シ
セ
ン
は
私
投
資
を
工
場
及
び
設
備
、
家
屋
、
ス
ト

ψ

タ
及
刊
日
外
国
投
資
に
向
け
ち
る
る
四
極
に
国
公
L
、
特
に
固
定
委
本
民

向
け

b
れ
る
私
投
資
は
楓
需
要
の
創
出
陀
重
要
な
役
割
を
替
む
四
み
な
島

ず
、
技
術
の
謹
歩
を
語
じ
て
捗
働
の
生
産
力
を
噌
加
せ
し
め
る
貼
を
強
調

す
る
a

鼎

L
好
況
時
に
は
、
私
投
資
は
人
口
噌
加
と
技
術
的
誼
歩
の
品
要

量
以
上
虻
膨
脹
し
不
況
時
に
は
不
足
す
る
。
か
〈
て
彼
位
私
投
資
自
要
因

を
既
賢
見
込
、
褒
明

E
F
利
潤
の
橡
想
白
コ
一
に
求
晶
、
包
括
的
な
完
全
雇
傭

政
策
、
科
事
的
産
業
的
見
城
に
立
脚
せ
る
支
出
政
策
及
び
刺
戟
的
租
税
政

一
二
九

帝
大
+
ニ
巻

第
一

l
ニ
貌

‘、

ブL
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九
ン
セ
ン
の
財
政
々
筑
を
悼
「
る
諸
問
題

策
探
用
を
提
宝
3
h
a
百
九
臨
的
陀
は
特
許
制
度
及
世
間
占
に
よ
る
瓶
投
術

採
用
の
聞
棋
を
酷
去
し
、
固
定
資
本
陀
再
投
査
さ
れ
る
所
得
に
劃
す
る
所

得
稲
の
一
部
控
陣

E
F
五
ヶ
年
に
瓦
る
損
央
偽
延
ベ
轄
の
方
法
を
採
る
4

吉
で
あ
ら
う
。
こ
れ
ら
の
方
策
に
よ
っ
て
費
本
の
浪
界
致
串
が
利
子
歩
合

主
隼

L
〈
な
る
所
ま
ち
上
昇
す
札
ば
、
そ
札
臥
上
の
挺
斐
は
吊
止
す
る

か
ち
、
そ
れ
が
誼
大
に
投
資
を
刺
戟
し
て
遊
休
設
備
を
生
ず
る
と

k
は
な

い
。
但
の
政
府
紹
常
支
出
仕
教
育
、
辞
世
間
そ
の
他
の
政
府
の
奉
仕
事
業
に

請
す
る
支
出
で
あ
る
。
と
の
支
出
は
長
期
的
陀
は
漸
噌
す
る
と
'
と
が
望
ま

し
い
が
、
短
期
的
に
は
動
か

f
且
動
〈
べ
き
で
も
な
い
。
従
っ
て
こ
の
支

出
訓
総
需
要
に
劃
し
せ
替
む
作
用
は
と
れ
を
相
樟
正
確
に
知
る
と
曹
と
が
出

ホ

る
a

側
究
に
私
投
資
を
補
完
し
促
借
地
ナ
る
公
共
投
費
或
は
政
府
警
賞
が

あ
る
.
と
の
理
酌
的
基
礎
は
献
に
前
著
に
よ
っ
て
奥
へ

b
れ
た
が
、
川
ン

セ
ン
は
そ
の
封
象
占
件
数
育
、
衛
生
、
開
畿
、
空
語
、
丈
化
華
町
描
設
の
改

善
開
設
計
賓
に
求
酎
、
我
々
の
世
曾
に
品
川
け
る
最
も
重
大
な
世
陥
の
多
〈

の
も
の
を
救
世
う
唱
と
す
る
。

ζ

れ

b
の
諸
政
策
は
、
一
の
I
h
v

は
ぽ
均
時
的

計
聾
の
下
に
賀
施
さ
れ
ね
ば
な
ち
目
。
印
ち
投
資
或
仕
消
費
か
も
の
政
策

だ
け
で
は
失
敗
す
る
で
あ

b
ぅ
。
相
耽
障
の
晶
依
存
す
る
・
と
き
に
は
、

私
的
消
費
時
不
替
に
制
限
せ
ら
れ
、
赤
宇
支
出
に
の
み
頼
れ
ほ
イ
ン
フ

ν
z
シ
ヨ
ン
の
危
険
が
あ
る
。
従
っ
て
具
曲
目
的
に
は
累
謹
所
得
租
と
誼
宜

の
赤
字
公
債
・
と
の
均
慣
的
計
聾
が
考
へ
ら
れ
上
ち
。
而
も
乙
円
計
輩
に
於

け
る
時
共
投
資
は
意
識
的
に
所
要
町
総
需
要
国
且
同
不
足
を
坦
め
る
や
う
に

長
期
的
政
策
と
し
て
寺
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
白
匂
(
と
の
貼
陀
就
い
て
ハ
ン

、

一
三

G

t
y
は
幾
何
事
問
形
に
主
ワ
て
興
味
あ
る
結
論
を
得
て
ゐ
る
。
国
m
E
S
-

-n

吋
}
月
刊
命
出

a
g
t
。片岡

4
3
m
gロ
F
Eロ
岡
町
田

ma-F-お
て
}
及
押
印
乙

同
所
持
叫
に
鈍
す
る
次
の
ニ
の
批
判
、
開
〉
・
出
cm明
2
0・
偽
〉
-
悼
の

E
史
町
内

国

Emon
司。ロ。町一
E
F
H
F
N
}戸
開

EMLo『
B
E
wて
J

Z
耳

Q
Z
E
r
-
z
r
E
W

4
主

同

E
R
Z
E
E
-
2
5
E
F
0
5
2
何
れ
も
〉

5・

出
2
5
E
H
o
m
2
5
3
H
E何回記
u
t
f
g同

色
ω
参
照
)
。

誌
に
問
題
と
す
る
完
全
雇
傭
水
準
の
維
持
は
肝
技
術
の
議
歩
と
捗
働
力

の
晴
加
と
を
前
提
す
れ
ば
〕
債
格
水
準
安
定
せ
る
司
と
き
貨
幣
所
得
の
噌
大

を
意
味
す
る
。
ロ
パ
ァ
ト
ス
ン
的
陀
言
へ
ば
貨
符
単
位
で
測
定
さ
れ
た
貯

蓄
と
投
資
と
は
貨
幣
所
得
ホ
唱
が
一
定
な
る
と
き
に
の
み
均
等
と
な
る
。

私
見
に
ヱ
れ
ば
所
得
り
統
計
的
意
義
酔
ち
事
後
的
な
意
味
に
於
い
て
は
、

常
に
貯
替
と
投
賓
と
は
枠
組
守
庁
制
。
所
謂
完
全
雇
傭
配
合
に
於
い
て
仕
貨

幣
慣
値
安
定
的
な
る
限
り
所
得
が
噌
大
せ
ね
ば
な
ら
向
。
換
言
す
れ
ば
投

¥
 

費
が
貯
蓄
を
超
え
ね
ば
な

L
由
。
他
の
側
面
か
ら
い
へ
ば
投
資
は
常
に

貸
現
さ
れ
た
貯
蓄
L
に
等
し
い
。
而
も
後
者
白

F
h
z
J

ち

E
4
2
E
-
F
E
=ロ
伺
¥

以
外
の
部
分
は
M
又
は
V
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
所
得
の
洗
礼
の
中
に
批
出

さ
れ
ね
ば
な
色
向
。
か
〈
ご
投
資
が
所
謂
「
鹿
分
し
得
る
貯
菩
」
を
超
え

る
部
分
、
郎
ち
貨
幣
所
得
の
増
犬
は
一
般
に
範
行
信
用
の
識
張
を
要
求
す

る
。
誌
に
公
巽
技
賓
の
必
要
が
生
ず
る
の
で
あ
る
ロ
蓮
み
て
戸
ン
セ
ン
は

米
簡
に
於
け
る
公
共
投
資
の
質
積
k
今
後
の
必
要
最
と
を
門
閣
家
組
済
に

於
け
る
川
及
押
印
地
方
い
財
政
」
忙
於
け
る
研
究
に
碁
い
ゼ
一
市
陵
し
て
b
L
T

島
仁
ゼ
私
的
消
費
支
出
、
私
投
費
及
F
A官
共
担
費
位
各
相
互
補
完
的
融
資

第
六
十
エ
巻
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-
と
し
で
採
ら
る
4

き
で
あ
り
、
と
れ

ι各
項
目
白
白
副
的
運
動
従
っ
て
そ

の
上
昇
的
、
下
降
的
、
累
積
調
程
が
、
長
期
的
伸
縮
問
な
財
政
絢
済
政
策

に
よ
っ
て
阻
止
或
は
促
歯
さ
れ
怯
?
白
川
町
。
と
市
町
前
般
私
物
終
加
問
政
策
町
中

に
は
金
利
匝
策
及
。
第
親
政
策
が
合
ま
れ
る
。

前
著
以
車
川

ν
セ
y
は
金
利
政
策
自
般
に
限
界
が
あ
り
、
景
気
の
各
段

階
に
藤
じ
で
と
れ
を
上
下
せ
し
め
る
ζ

と
に
技
術
的
困
難
が
附
帯

L
、
特

忙
長
期
政
策
と
し
て
の
金
利
政
策
江
は
難
貼
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

従
っ
て
彼
は
金
利
は
と
れ
を
差
首
り
現
在
の
水
準
に
安
定
せ
し
め
、
長
期

に
於
い
て
は
寧
ろ
低
金
利
が
重
重
し
い
注
し
で
も
そ
れ
へ
の
推
移
は
徐
々

に
行
は
る
ベ
主
で
あ
る
と
言
ふ
。
他
方
野
韻
政
策
に
就
い
て
は
ピ
グ
ウ
の

方
睦
式
同
目

1
h
v
(惜
し
E
は
雇
傭
数
、
戸
は
綿
貨
幣
所
得
中
静
観
と
し

て
あ
ち
は
れ
る
部
分
、

o
は
納
貨
幣
所
得
即
位
平
均
的
接
銀
寧
)
か
ら
出
議
一

ず
る
e
t
グ
ウ
は
戸
去
る
を
動
か
し
叩
の
増
大
を
抑
止
し
て
雇
例
乞
噌
一

六
安
定
せ
し
め
よ
う
ル
じ
す
る
Q

F

ン
セ
ソ
は
ピ
グ
ウ
の
方
程
式
忙
表
は
さ
一

れ
て
み
吐
い
皐
堂
守
費
用
、
間
早
世
帯
ν
償
格
及
び
総
需
要
即
時
か
ら
解
丸
一

し
よ
う
と
す
る
。
ピ
グ
ウ
の
♂
、
。
、
初
出
い
は
ば
ζ

れ
b
の
従
属
艶
数
で

あ
る
。
不
況
時
に
位
利
潤
の
捗
韻
に
封
ず
る
比
串
が
借
〈
珂
況
時
に
は
高

山

Uo失
業
五
は
傍
観
と
利
潤
と
の
比
車
の
不
均
摘
で
あ
る
ロ
捧
鋪
閣
下
げ
は

車
位
嘗
り
費
用
と
努
部
町
得
と
を
減
タ
せ
し
晶
、
そ
の
↓
般
的
切
下
げ
位

好
ま
し
か
ら
↑
ぎ
る
蹟
想
と
戸
フ

ν1i
シ
胃

ν
ζ
を
鷲
ら
す
。
か
〈
て
ハ
シ

セ
y
は
不
況
時
に
於
け
る
利
潤
の
労
銀
に
封
ず
る
比
申
の
調
整
を
、
生
産

方
法
の
改
善
に
友
る
費
用
削
減
之
檎
需
要
靖
加
と
の
ニ
商
か
ら
、
生
産
力

ハ
ン
セ
ン
の
敗
政
々
策
を

b
r
る
諮
問
題

の
増
大
冒
と
勢
組
串
の
引
下
げ
と
に
よ
る
均
衡
利
潤
車
へ
の
到
達
を
以
て
・
し

よ
う
正
す
る
。
即
ち
傍
観
寧
が
生
産
力
の
摺
大
卒
国
土
に
引
上
げ
ち
れ
る

な
ら
ば
、
捗
働
費
用
回
噌
大
が
物
償
水
準
を
引
上
げ
雇
備
の
擦
民
を
妨
げ

一
る
で
あ
ら
う
。
然

L
労
組
辛
引
卜
げ
と
生
産
力
の
増
加
と
が
均
樹
す
る
な

一
ら
ぽ
、
貴
賓
第
四
帥
車
位
捗
働
費
用
の
培
六
を
車
さ
ず
に
物
償
水
準
を
安
定

一
せ
し
め
ワ
っ
せ
す
る
。
震
は
限
界
費
用
と
限
界
収

T
Z
T
t

一
る
迄
噌
大
す
る
。
山
ン
セ
ン
に
主
ワ
て
位
「
労
相
開
明
下
が
あ
ち
ゆ
る
接
骨

一
に
雇
備
を
増
大
せ
し
め
る
」
・
と
い
ふ
議
論
は
誤
謬
で
、
楓
需
要
町
損
張
ζ

そ
先
業
を
救
ひ
利
潤
を
快
復
す
る
基
本
的
方
策
で
あ
り
ち
費
用
削
減
も
亦

重
要
な
役
割
を
棲
む
門
附
骨
組
事
は
い
は
ほ
完
全
雇
崎
均
衡
車
以
上
に
上
昇

す
べ
き
で
な
い
。
市
宮
蜘
目
。
利
潤
主
持
組
と
の
此
掃
の
規
制
。
均
衡
的
勢

4
 

観
世
系
、
及
明
白
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京
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a
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ハ
y
セ
y
の
財
政
々
策
を
め
「
る
諸
岡
題

(
日
)
回
目
開

g
。
唱
。

rw
切

He--吋
司
、
司
・
凹
宕
南
"
弔
問
向
∞
同

月
別
)
回
開

HMUOEO-MEEC
司
-
H
h
h山
内

向

(

ロ

)

同

r
E
2
・p
m
E
-

PPMJ]司
・
岡
田
国

4
u
開

E
B自
民
吋
巳

5
ょ
司
・
担
。
1

4

(

叫

)

旦

国
有
耳
目

F
話
口
仏
間

mWE--出
E
Z品
目
百
片
岡
ロ
凶

F
2
m
o
o
W
4・H
@恥
M
M

M

】
匂
・
]
巴
∞

m
F
E
官
。
冒
=
〕
可
可
己
pmE
凶∞

ω
i∞面・

町

h
p
〈
て
戸
ン
ゼ
ン
は
、
イ
ン
フ
レ
エ
ジ
ョ
ン
に
直
咽
し
而
も
世
界

糎
演
設
展
に
指
導
的
建
設
的
投
割
を
課
せ
ら
れ
た
米
国
経
欝
を
割
象
と
し

て
膚
般
な
栖
済
政
策
を
展
開
す
る
。
所
謂
品
。
『
J

吋
。
。
日

vg問
E
自
は
詑
滞
を

救
っ
た
が
、
戦
前
の
問
題
は
今
日
再
び
登
場
す
る
。
而
も
米
国
々
民
鯉
済

は
珊
郵
政
措
組
織
を
中
心
と
す
る
州
及
び
地
方
財
政
由
協
力
の
上
旬
構
築

せ
ら
れ
、
而
も
後
者
は
自
ら
の
活
動
力
を
失
ひ
、
聯
邦
政
府
に
支
持
さ
れ
古

る
わ
n

得
な
い
事
態
位
立
至
っ
て
ゐ
る
。
中
喪
政
府
財
政
と
地
方
政
府
財
政
/

.
と
の
問
題
位
、
英
国
そ
の
他
各
圏
に
於
い
て
私
種
々
の
困
難
を
龍
一
甚

J

し
て

在日
r
a

所
謂
「
聯
邦
主
義
」
同
園
宋
及
。
地
方
政
府
の
協
力
に
主
り
始
め

て
官
現
せ
ら
れ
る
町
で
あ
り
、
夫
々
白
政
府
が
自

b
の
領
域
内
で
獅
立
す

る
と
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
統
一
主
不
統
一
、
中
央
集
棺
k
弛
方
分
構

E
の
長
所
を
同
時
に
貸
現
す
る
乙
と
で
あ
る
。
「
園
家
極
済
陀
於
け
る
州

及
明
地
方
財
研
」
(
一
九
四
四
年
)
は
ζ

の
見
地
か
ら
同
設
け
る
が
、
ハ
ン

セ
ン
旧
企
園
す
る
財
由
々
筑
は
こ
の
一
二
個
の
政
府
に
よ
っ
て
如
何
に
綜
合

的
施
策
と
な
り
得
る
か
。
即
ち
円
ン
セ
シ
の
問
題
は
事
駒
す
れ
ば

θ
平
均

d

的
所
得
が
極
端
に
低
い
地
域
、
白
鶴
的
資
源
回
枯
埼
L
た
地
域
、
査
本
債

錨
rm
械
偶
者
し
い
地
域
。
都
背
広
両
県
闇
般
の
無
計
聾
性
@
課
税
の
限
界
に

" 

時
一

l
=
蹴

謹
し
た
州
及
び
地
方
財
政
⑮
地
方
債
の
累
積
と
そ
の
重
陸
停
町
政
的
能
力

の
限
度
長
超
え
た
地
方
W
公
共
施
設
@
租
税
負
措
の
不
平
器
官
不
健
全
@

図
民
締
挫
の
一
般
的
措
歩
、
と
安
定
正
に
資
す
る
財
政
計
童
に
堪
え
ぬ
州

E

F
地
方
財
政
、
及
び
⑬
現
貨
の
複
雑
不
安
定
な
紹
潜
秩
序
に
必
要
な
各
政

府
間
の
協
力
の
不
備
か

b
生
ず
る
諮
問
題
で
あ
る
。
去
れ
ら
的
問
題
群
白

島
理
陪
於
い
て

F

L
也
ン
の
志
向
九
引
所
は
祉
曾
奉
仕
施
設
の
完
備
、
機

骨
均
等
h
租
税
負
措
の
平
等
と
院
於
け
る
民
主
的
四
一
想
の
撰
犬
、
及
び
経

済
円
建
歩
主
安
定
と
に
封
ず
る
最
大
の
婿
力
で
あ
る
。
幌
、
て
ハ
ン

E

Y

は

議
み
て
教
育
、
衛
生
、
枇
官
保
障
等
の
施
設
に
於
け
る
怯
陥
、
州
及
び
地

方
租
の
話
題
的
性
格
、
各
州
問
の
事
業
に
到
す
る
粗
税
の
障
幌
、
及
び
岨
官

業
柏
の
混
乱
串
に
於
り
る
州
及
び
地
方
祖
の
世
陥
を
指
摘
し
、

A
反
岬
川
醐
幽
勃

に
劃
し
て
白
定
的
な
州
及
び
地
方
財
政
円
弱
鮪
を
詳
細
に
分
析
す
る
。
か

か
る
暁
陪
を
有
つ
洲
及
び
地
方
財
政
の
財
政
的
基
礎

E
強
化
す
る
に
畑
、

先
づ
各
政
府
の
自
治
的
単
位
を
羽
化
し
組
織
角
近
代
化
ず
べ
き
で
あ
り
、

委
源
の
開
設
、
都
市
ス
ラ
ム
街
。
一
掃
を
計
-h
、
財
政
部
力
を
強
ル
い
ず
る

と
共
に
、
各
政
府
聞
の
協
力
は
職
郵
政
府
を
根
幹
K
L
て
互
に
そ
の
尉
政

計
輩
、
政
策
及
び
活
動
扶
泊
を
疎
通
し
骨
ひ
、
地
方
分
摺
的
色
彩
を
と
め

て
地
方
の
特
珠
事
情
を
生
か
し
、
各
政
府
の
財
政
的
数
串
を
噌
進

L
枇
宮

施
設
標
準
を
高
め
る
樺
に
す
べ
き
で
あ
針
。
こ
れ
ら
協
力
せ
る
州
及
び
地

方
財
政
は
困
家
財
政
ピ
共
同
「
資
源
白
完
全
利
用
」
左
い
う
目
標
に
誼
ま

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
図
家
の
財
政
計
童
印
ち
現
算
、
租
税
及
び
公
債

の
各
宙

K
瓦
ワ
て
経
済
的
諮
歩
・
と
安
定
、
と
を
資
す
上
旬
責
任
を
呉
に
頒
ち

第
六
十
二
嘩
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。
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(
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E
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ν
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崎
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目
白
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記
ω
拘

〕五

ζ

れ
ら
の
著
書
を
調
じ
て

h
t
y
セ
ン
位
、
財
政
々
策
を
中
心
と
す

(
 

る
積
極
的
な
政
府
統
制
政
策
に
よ
り
粧
台
的
厚
生
の
極
大
正
生
産
要
素
回

完
全
利
用
ー
と
を
達
成
し
よ
ろ
主
七
光
。
そ
れ
は
所
謂
ミ
イ
ぜ
ス
、
ハ
イ
ヱ

ク
読
め
W

立
場
主
銑
く
調
立
す
る
毘
の
ヂ
毛
グ
ラ
テ
ィ
ク
な
計
置
で
あ
る
と

音
声
p
u

而
じ
て
彼
の
武
器
の
一
世
園
民
生
庫
物
乃
至
園
民
所
得
の
概
念
及

H
V
そ
の
内
容
の
明
確
な
規
定
と
ご
は
私
的
消
由
属
、
私
投
費
及
刊
日
公
共
投
棄

唱
と
の
開
聯
陀
於
甘
る
楓
需
要
円
分
析
、
と
に
在
る
。
生
産
要
素
の
完
全
利
用

は
、
租
税
、
利
子
、
第
銀
、
消
費
及
明
告
私
の
技
費
十
'
と
い
う
大
の
時
を
遇
ず

る
政
策
的
協
力
忙
エ
っ
て
謹
出
せ
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
回
。
そ
の
た
め
ハ
ン
セ

ン
は

θ
完
全
麗
備
に
必
要
な
図
民
待
産
物
乃
至
図
民
所
得
、
私
的
消
費
及

世
私
投
資
の
必
要
量
の
許
慣

eAK主
投
資
自
作
用
の
具
檀
的
利
用
@
園
民

円
ン
セ

y
の
財
政
々
筑
を
め
「
る
諮
問
題

所
得
の
オ
プ
テ
ィ
マ
ム
な
分
間
⑪
私
的
消
賓
と
提
賓
と
の
必
要
を
確
保
す

る
如
き
租
枕
政
策
的
運
用
⑤
相
税
と
公
債
と
の
均
衡
的
配
合
@
財
政
々
策

/
の
フ
レ
キ
シ

d

p
テ
ィ
轄
を
積
極
的
に
主
張
す
が
固

円
ン
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
消
費
、
貯
蓄
(
及
租
税
)
は

HV
と
し
〈
柿
閥
民
生

産
物
乃
至
咽
局
所
得
の
函
般
で
品
り
吋
消
費
関
数
は
安
定
的
で
投
資
の
鶴

動
拡
大

3
.
V
7
恭
し
比
串
的
醐
出
動
に
持
骨
て
は
さ
う
で
あ
っ
て
も
絶
封
堂

町
揖
動
に
於
い
て
さ
ろ
い
へ
る
で
あ
ら
う
か
。
第
二
に
私
投
資
に
閥
聯
し

て
戸
ン
セ
ン
怯
経
済
U

日
新
資
本
を
有
設
に
吸
牧
ず
る
事
を
考
へ
、
と
れ
を

「
」
且
常
的
生
長
車
」
乃
圭
「
生
長
の
標
識
し
土
名
付
け
、
こ
れ
を
制
限
す
る

も
の
左
し
て
、
外
部
的
要
索
部
ち
技
術
及
川
日
人
口
の
両
者
を
翠
げ
て
ゐ
る

が
、
そ
の
他
民
間
内
に
よ
る
制
限
及
。
危
険
の
理
想
陀
基
い
て
投
資
を
控

え
る
潜
在
的
企
業
医
上
る
制
限
な
ど
も
考
慮
す
べ
き
工
は
な
い
か
。
然
し

と
か
ら
の
作
用
の
骨
由
は
事
態
を
更
に
複
雑
化
す
る
で
あ
ら
う
。
第
三
に

ζ

れ
ら
の
制
限
的
要
素
が
私
的
資
本
形
成
と
節
約
と
の
均
騎
阻
止
的
作
却

を
替
む
が
故
に
私
投
整
を
補
完
す
る
公
共
投
賓
と
私
的
消
費
と
の
必
要
を

要
求
L
、
更
に
右
の
陣
織
は
私
投
費
以
外
の
方
法
に
よ
づ
て
ノ
相
殺
さ
る
べ

き
私
的
貯
暫
把
握
の
基
礎
と
な
る
。
然
し
と
の
や
う
な
標
識
が
果

L
て
政

府
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
白
装
礎
と
な
る
べ
暫
具
種
的
倒
値
を
有
つ
で

b

b
う

か
。
而
も
ハ
ン
セ
ン
は
拙
問
多
の
補
完
的
政
策
を
列
翠
す
る
が
、
現
貨
に
陪

政

策

の

羅

列

に

粧

る

虞

れ

は

な

い

か

。

ヨ

・

〆

い
ふ
主

τも
な
(
円
ン
セ
ン
の
所
繭
位
、
特
に
世
界
恐
慌
以
車
の
米
国

の
「
髄
済
的
成
熟
」
乃
官
民
「
慢
他
的
沈
滞
一
]
が
資
す
生
産
要
素
の
不
完
全
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ハ
ν
セ
ン
町
財
政
k
策
を
め
「
る
諮
問
題

、、

雇
傭
を
如
何
に
し
て
救
ラ
か
に
集
中
す
る
。
而
屯
寸
一
般
理
論
」
に
提
起

せ
ち
れ
た
ケ
イ
y
ズ
の
消
費
性
向
、
安
本
の
限
界
救
串
及
び
利
子
歩
骨
山
U

I
三
頂
蜘
に
柏
告
せ

b
れ
る
不
完
全
雇
傭
均
衡
の
構
想
を
基
盤
、
と

L
て
も
ハ

)Y

セ
ン
の
理
論
位
シ
ュ
ピ
イ
ト
ホ
ァ
、
シ
品
ム
ペ
ェ
タ
ア
系
列
陪
活
ふ
イ

¥
ン
ノ
オ
ゲ
て
イ
シ
ョ
ン
門
人
口
靖
加
革
、
生
産
資
源
及
び
技
術
的
更
新
)

に
上
つ
‘
.
て
補
強
せ
ら
れ
る
ロ
従
っ
て
彼
の
此
策
的
提
言
は
催
綴
的
な
ι
民
共

、
投
費
に
よ
る
私
投
費
補
完
の
』
向
に
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
掠
し
一
方
ζ

れ

ら
イ
ン
ノ
オ
ず
ェ
イ
シ
ョ
シ
山
内
容
仕

9
f
ー
と
も
我
々
に
と
ワ
て
は
一
定

町
政
策
的
限
界
内
に
於
い
て
考
慮
さ
る
ベ
〈
、
三
十
年
代
の
世
界
以
車
内

ハ
Y

セ
y
o
政
策
的
キ
援
を
そ
の
ま
一
ま
一
義
的
に
採
用
れ
る
地
位
に
置
か

、

札
て
ゐ
な
に
他
方
ハ
ン
セ
ン
の
出
張
貼
が
所
謂
費
本
主
義
経
済
の
不
完

全
雇
備
に
在
る
曹
と
す
れ
ば
所
謂
「
慢
性
的
沈
滞
」
は
怯
然
、
と
し
て
我
々
町

共
通
の
問
圏
と
し
て
残
さ
れ
て
ゐ
る
現
献
で
あ
る
。
(
(
同
羽
!
耳
目
ロ
0

・

喧
ロ
ゲ
ロ
hu

国
司
何
回
門
出
ロ

mEHAH
吋
。
明
向
者
向
叫
開
円
。
ロ
。

E符
】

vo--4
・HCAHAH)
而
も
戸

J

ン
セ
ン
の
勉
六
な
る
政
策
的
提
言
私
、
特
に
現
質
的
摘
出
読
本
主
義
枇
背

に
於
け
る
私
的
企
業
、
と
の
聞
に
品
鼎
的
に
招
来
す
る
背
反
の
問
題
に
未
定

解
決
を
奥
へ
て
ゐ
な
い
。
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